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はしがき 

 

 

 既存の建築物を長期にわたって使用し，使用者のニーズに応じた再生・活用をしていくことは，現代社

会の重要な命題の一つである。独立行政法人建築研究所では，重点的研究開発課題として平成 23 年度よ

り平成 25 年度において「既存建築ストックの再生・活用を促進するための制度的・技術的課題の解明と

技術基準に関する研究」を実施しており，建築物を長期的に活用するための研究開発を行っている。また，

これまでにも既存建築物ならびに新築の建築物を長期的に使用するための研究開発を行ってきた。 

 鉄筋コンクリート造建築物は，既存および新築の建築物として大きな割合を占める重要な社会資本スト

ックであり，長期の耐久性および安全性が求められる。また，鉄筋コンクリート造部材におけるかぶり厚

さの確保は，耐久性，耐火性，構造安全性を確保・向上させる上での重要な要素である。しかしながら，

近年の構造安全性の確保のための鉄筋量の増加や部材断面をできるかぎり小さくした経済的な設計のた

め，適切なかぶり厚さの確保のためには，従来よりも一層の配慮が必要な状況にある。このようなことか

ら，新築時におけるかぶり厚さを確保するための方策とともに，耐久性および耐火性の確保や向上を意図

した補修方法を整備しておく必要がある。 

独立行政法人建築研究所および社団法人日本建設業連合会では，既存建築物の再生・活用を促進するた

めの研究活動の一環として，平成 21 年 9 月より平成 24 年 3 月までの期間において，共同研究「RC 建築

物のかぶり厚さの信頼性向上に関する研究」を実施し，鉄筋コンクリート造建築物のかぶり厚さを確保す

るための技術開発を行ってきた。また，平成 22 年度および平成 23 年度の建築基準整備促進事業において

も「防火・避難対策等に関する実験的検討」（事業主体：清水建設（株）他）において関連する検討を実

施した。本報告は，それらの一連の研究の成果をとりまとめたものである。 

 本研究においては，かぶり厚さを確保するための施工現場における実態を把握し，かぶり厚さの確保の

ための方策を検討した。また，かぶり厚さが不足する場合やより耐久性を向上させたい場合に対応する補

修方法として，ポリマーセメントモルタルを適用した補修工法を検討し，そのための材料や工法選定のた

めの評価方法および評価基準，実際の施工のための施工要領書案などを提案している。また，ここでの補

修材料および工法は，所要の耐久性および耐火性の確保を可能とするものであることを確認している。 

 本報告の成果が，建築物の設計・施工に携わる技術者に広く普及し，新築および既存の鉄筋コンクリー

ト造建築物の耐久性および耐火性の向上に寄与することを期待するものである。 

 

 

平成 25 年 3 月 1 日 

独立行政法人 建築研究所 理事長 

坂本 雄三 
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概 要 

 

 

鉄筋コンクリート造建築物のかぶり厚さは，耐久性，耐火性，構造安全性の確保のために重要であるが，

既存の建築物においては，十分なかぶり厚さが確保されているとは言えない建物がある。また新築時にお

いても，配筋の過密さなどからかぶり厚さを適切に確保するためのより一層の配慮が必要な状況にある。

本研究においては，かぶり厚さの信頼性を向上するための研究として，新築時のかぶり厚さ確保の実態調

査および対策に関する調査，かぶり厚さが不足した場合の耐久性と耐火性を両立させた補修材料・工法お

よびその評価方法に関する検討を行った。 

実態調査は，作業所へのアンケート調査およびかぶり厚さの実測データなどから，かぶり厚さ確保に関

する施工の実態把握と対策の検討を行った。かぶり厚さを確保するための補修方法としては，既存のコン

クリート表面にポリマーセメントモルタルを増し厚し，火災時や長期使用時の落下防止のための措置を施

した工法を提案した。補修に使用した材料および工法については，強度，耐久性，耐火性，施工性等に関

する実験を行い，所要の性能を満足することを確認した。また，それらの結果を踏まえて，かぶり厚さ確

保のための補修要領案，および補修材料・工法の選定のための評価方法および評価基準案を提案した。 
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ABSTRACT 

 

 

The cover concrete depth of the reinforced concrete buildings is very important for securing 

durability, fire resistance, and the structural safety. However, there exist buildings where the depths 

do not satisfy design specification, moreover, further consideration is necessary in the construction 

site to secure the cover depth appropriately. In this study, we examined 1) in-situ cover concrete 

depths in actual conditions, and 2) as the countermeasure for the buildings including insufficient 

cover depth, repairing construction method and materials that recovers both durability and fire 

resistance. 

In-situ cover concrete depths were investigated by the questionnaire survey for constructors. 

Based on the result, we found key points in construction processing control for securing cover depth. 

The proposed repairing construction methods include rcovering the specified depth using 

polymer modified cement mortar on the surface of existing concrete where anti-exfoliating measures 

during fire were added. We confirmed concrete cover repaired with the proposed method satisfies 

requirements such as strength, durability, and fire resistance. Based on these results, we proposed 

the guideline for repairing construction and requirements in evaluating repair materials. 
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